






























トを通して、X ジェンダーという概念に出会った人が多くみられ、自らを X ジェン
ダーに位置付けたことで、ほとんど全員がどこにも所属できない不安からカテゴリー
に所属できた安心感を得られたことが明らかとなった。
本研究では、協力者間の共通した経験が見られたが、協力者のライフストーリーは
一筋縄ではなく、協力者全てが複雑な、また個別的なプロセスを経験していた。X
ジェンダーは、男女の枠組みにとらわれない人達の居場所として非常に許容力を持っ
たカテゴリーであることが見て取れた。この X ジェンダーというカテゴリーは、人
類史上長く続いてきた男女二元論に一石を投じるものとなっていくだろう。
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